
主   催：一般財団法人静岡新食文化共創機構      共  催：静岡県／株式会社フジドリームエアラインズ
事業協力：特定非営利法人AYUドリーム／清見寺／有限会社 Piese ／ふじのくにの旬を食べ尽くす会

料理長：内海 亮

当時の朝鮮通信使に振る舞われた料理を
興津周辺で採れる食材を使用し

一部再現します

静岡市出身。新時代の若き才能を発掘する、日本最大
級の料理人コンペティション「RED U-35」において、
2013年～2016年にSILVER EGGを連続受賞。料亭、ホ
テルでの経験を活かし現在は、静岡市清水区興津に
ある「清游」料理長を務める。
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［ツアー募集締切日］  11/ 10（金）17:00まで

1名 25,000円（税込）  おみやげ付き

RYO UTSUMI

詳細は裏面へ

新世代シェフ「内海亮」が織りなす美食メニュー

時空を超えた
興津テロワール・清見寺の宝物庫特別公開

フェルケール博物館

各日限定
20名様

ガストロノミー
ツーリズム

臥龍梅

※イメージ写真。当日のメニューとは異なります。

徳川家康にちなんだ
純米吟醸酒

「朝鮮通信使と清見寺」
の特別展

「観光庁観光再始動事業」「東アジア文化都市2023静岡県」事業

Special Price



興津テロワール・清見寺の宝物庫特別公開

［ご案内・注意事項］
◯当ツアーは20歳以上のお客様が対象となります。
◯仕入れ状況により当日のメニュー内容が変更になる場合がございますので、予めご了承ください。  
◯バス車内及び、各箇所での座席はお選びいただけません。相席となる場合がございますので、予めご了承ください。 
◯当日の天候や、安全上の都合等により予告なしに行程が変更または中止になる場合がございます。 
※当イベントは、一般財団法人静岡新食文化共創機構による「観光庁観光再始動事業」「東アジア文化都市2023静岡県」事業の一環として実施されます。

時空を超えた饗宴

ツ ア ー 行 程

［募集締切］ 11月10日（金） 17：00まで 参加お申込みはこちらから

https://www.fujidream.co.jp/press-web/
minaguchiya/index.html/

2023年  11月25日（土）・11月28日（火）・12月2日（土）

［行    程］

13：00

12：30
～

12：40

出発

〔お問合せ先〕　
主催：一般財団法人静岡新食文化共創機構   e-mail iine@shizuoka-shoku-bunka.jp TEL054-340-7800(平日 9時から17時）
旅行企画・実施：株式会社カラーズプランニング旅行事業部   TEL 096-285-5505(平日 10時から18時）

13：50

15：00

フェルケール
博物館

観光

清見寺・
宝物庫特別公開

観光

15：15

16：25

水口屋（和食）

静岡駅南口
スルガ銀行前
到着・解散

夕食

16：30

19：00

19：45
～

フェルケール博物館

海と人の歴史を学ぶことができる博物館です。ツアー開催時には「朝鮮通信使と清見寺」の特別展
が開催されています。普段非公開となっているユネスコ「世界の記憶」に登録された物件に加え、
静岡県指定文化財の朝鮮通信使資料や清見寺の歴史資料とともに、両国の善隣交流を紹介。

興津鯛

駿河湾で採れた甘鯛は、やわらかく淡白な味わいの中にほのかな甘みと旨味があり、高級魚。
一夜干しにした（興津鯛）は、東海道五十三次興津宿の名物となり、
徳川家康が献上させるほどお気に入りだったそうです。

朝鮮通信使  

朝鮮通信使は、日本と朝鮮（現在の韓国）の間で行われた外交使節団です。これらの使節団と、文化
や宗教、貿易など交流が盛んに行われ、日本の食文化にも影響を与えたと言われています。清見寺
はその代表的な文化交流の場であり、このツアーでは、当時の朝鮮通信使に出されたと言われる料
理を一部再現したものを、コースでご堪能いただけます。

水口屋
江戸時代、「一碧楼水口屋」という名称で、東海道興津宿の脇本陣にあった旅籠。明治維新後は、宮家
や政治家、文化人の別荘旅館として利用され、昭和60年(1985年)に閉館。現在は国宝級の展示品
や当時の興津を紹介するギャラリーとなっています。今回のツアーでは、一般開放されていない会
場で夕食を召し上がっていただきます。

臥龍梅（日本酒）
静岡市清水区にある蔵元、三和酒造が手掛ける「臥龍梅・純米大吟醸酒」を楽しむことができます。
名称の由来として、徳川家康が幼き頃、清見寺の庭の一隅に一枝の梅を接木した梅が、龍が臥した
ような見事な枝振りを見せ後に「臥龍梅」と呼ばれるようになります。「臥龍」の故事に習い、やがて
は天下の美酒と謳われることを願いつけられました。

清見寺

鎌倉時代に創建後、徳川家康によって保護されたお寺です。地域歴史研究家 渡辺康弘さんがツアー
ガイドを務めます。家康の幼少期から晩年期の足跡をたどる話しや、家康ゆかりの品々、乗輿、当時の
武器、今回特別に公開される宝物庫などの文化財をご覧いただけます。500年前へタイムスリップ。

静岡駅南口
スルガ銀行前
集合


